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「
健
康
経
営
」
が
求
め
ら
れ
、
働
く
人

が
企
業
を
選
ぶ
時
代
。
少
子
高
齢
化
の

進
行
で
主
な
働
き
手
と
な
る
生
産
年
齢

人
口
が
減
少
の
一
途
を
た
ど
る
中
、
よ

り
一
層
の
働
き
方
改
革
や
生
産
性
向
上

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
オ
フ
ィ
ス
の
あ

り
方
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る

今
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
を
踏
ま
え

た
環
境
改
善
は
必
要
不
可
欠
だ
。

　

大
和
ハ
ウ
ス
グ
ル
ー
プ
の
大
和
リ
ー

ス
㈱
環
境
緑
化
事
業
部
で
は
、
２
０
１

７
年
か
ら
「
深
呼
吸
で
き
る
オ
フ
ィ

ス
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
空
間
商
品

「VERDENIA

（
ヴ
ェ
ル
デ
ニ
ア
）」
を

提
案
し
て
い
る
。
そ
の
特
徴
は
、
室
内

緑
化
に
森
の
自
然
音
や
上
質
な
ア
ロ
マ
、

木
製
家
具
な
ど
を
複
合
的
に
組
み
合
わ

せ
た
新
し
い
オ
フ
ィ
ス
空
間
。
視
覚
に

加
え
、
聴
覚
や
嗅
覚
と
い
っ
た
人
の

「
五
感
」
に
作
用
す
る
感
性
工
学
に
基
づ

い
た
空
間
設
計
で
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果

を
高
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促

進
す
る
。
植
物
の
緑
と
ハ
イ
レ
ゾ
音
源

に
よ
る
自
然
音
が
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
し
、

集
中
力
や
話
し
や
す
い
理
想
的
な
環
境

を
生
み
出
し
て
い
る
。

　

建
設
会
社
と
し
て
培
っ
て
き
た
ノ
ウ

ハ
ウ
を
生
か
し
た
総
合
的
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
力
を
武
器
に
、
基
本
構
想
の
立
案
か

ら
空
間
デ
ザ
イ
ン
、
製
作
・
施
工
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
ま
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
点
も
大
き

な
強
み
だ
。
休
憩
室
を
は
じ
め
会
議
室

や
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
、
応
接
室
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
エ
リ
ア
で
施
工
可
能
と
い
う
。

そ
の
用
途
は
オ
フ
ィ
ス
の
ほ
か
、
学
校

や
病
院
、
福
祉
施
設
な
ど
に
も
広
が
っ

て
い
る
。
現
在
、
全
国
１
０
カ
所
に
モ

デ
ル
ル
ー
ム
が
あ
り
、
九
州
は
北
九
州

支
店
（
小
倉
北
区
貴
船
町
）
で
体
感
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
は
一
度
、
そ

の
魅
力
に
触
れ
て
み
て
ほ
し
い
。

大
和
リ
ー
ス
㈱

「
緑
」と「
五
感
」で

　
　
働
き
や
す
い
オ
フ
ィ
ス
空
間
を

生産性向上


